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要   旨：    

背  景： 地中海沿岸住民で、地中海食事は高い認知機能および認知症のリスク低下と

関連する。 

      しかし地中海沿岸の外部の住民では、地中海食事の順守と認知力との間の 

関連を少数の研究しか調べていなかった。 

      さらに、地中海食事の順守と認知機能との間の関連が中年と高齢の人々の間

で異なるかどうかは現在のところ未知である。 

 

方  法： 横断(n=894)および縦断(n=530)の多変量解析を、Maine-Syracuse縦断研究

(MSLS)での地域在住成人からのデータを使用して実施した。 

      食品頻度アンケートのデータに文献に基づく地中海食事スコアを適用して、

地中海食事の順守を測定した。 

      認知機能を一連の試験で評価し、全体的な認知機能、視覚・空間構成と記憶、

言語記憶、作業記憶、見守りと追跡、および抽象的な論理について総合点を  

計算した。 

 

結  果： 地中海食事の順守と認知機能との間に、横断的な関連は検出されなかった。 

      ５年間にわたって、高い地中海食事の順守は 70歳以上の参加者で、全体的な

認知機能、視覚・空間構成と記憶、および見守りと追跡の改善と関連した。 

      70歳未満の参加者では、有意な縦断的な関連は観察されなかった。 

 

結  論： 中年でなく高齢の人々で、地中海食事の順守は良い認知機能、従って少ない

認知低下と関連すると、我々の研究結果が示唆する。 
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